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UBAC1; GBDR1; KPC2; UBADC1; Ubiquitin-associated domain-containing protein 1; UBA
domain-containing protein 1; E3 ubiquitin-protein ligase subunit KPC2; Glialblastoma cell
differentiation-related protein 1; Kip1 ubiquitination-promoting com
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼとして機能するKPC複合体の非触媒サブユニット。細胞周期のG1期におけるCDKN1Bのポリユビキチン化およびプロテアソームによる分解に必要。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：1つのSTI1ドメインを含む。,類似性：1つのユビキチン様ドメインを含む。,類似性：2つのUBAドメインを含む。,サブユニット：RNF123/KPC1およびUBAC1/KPC2からなるKPC複合体の構成要素。N末端ドメインを介してRNF123と相互作用する。N末端ドメインを介してプロテアソームと相互作用する。,組織特異性：普遍的。,機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼとして機能するKPC複合体の非触媒サブユニット。細胞周期のG1期におけるCDKN1Bのポリユビキチン化およびプロテアソームによる分解に必要。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：STI1ドメインを1つ含む。,類似性：ユビキチン様ドメインを1つ含む。,類似性：UBAドメインを2つ含む。,サブユニット：RNF123/KPC1およびUBAC1/KPC2からなるKPC複合体の構成要素。N末端ドメインを介してRNF123と相互作用する。N末端ドメインを介してプロテアソームと相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	-
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	UBAC1抗体を用いた293細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	UBAC1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	GBDR1ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

